




The Syncretism of Shinto and Buddhism in Connection with “Nihon 































































































































































































































（4） 守屋俊彦、1975（昭和 50）「日本霊異記上巻第二縁考」『国文学攷』第 67号
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（5） 長野一雄、1972（昭和 47）「狐婚姻譚成立考」『古代研究』第 2号早稲田古代研究会
（6） 丸山顕徳、1992『日本霊異記説話の研究』桜楓社





（11） 青木美幸、2001（平成 13）「『日本霊異記』の狐女房譚」『成尾説林』第 9号
（12） 石井章等、2013「『日本霊異記』上巻第二縁における狐のイメージ」近畿大学大学院文芸学
研究科『文芸研究』第 10号
（13） 中田祝夫、1995、新編日本古典文学全集 10『日本霊異記』小学館所収中巻第四縁
（14） 永藤靖は第二縁について、まさに仏教が伝来した時代であり、景戒の言葉を借りれば、そ
れ以前の「吉凶の得失」によって動いていく世間から「善悪の因果」によって現象してい
く世界へと移りゆく過度的、境界的な時代であったことになる、と述べている。（永藤靖、
1996『日本霊異記の新研究』新典社）
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